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口 21時過ぎに風向が西から北に変化した際に風速が

大きく減少しているが,気象庁提供の RSMデータはこ

の現象を捕らえられていないのに対し,地域気象モデ

ル Rノ∬〔Sによリダウンスケーリングした予測値はこの現

象を提えている。これは風力発電所の北側に位置する

三原山による風速の減少の効果を気象庁提供の予報

データが予測できないためである。この結果,翌 日発電

量予測の平均絶対誤差(Mean Absolute EIoヴ ま27%か

ら 17%に 減少した。このことから,日 本における複雑地

形中の発電量予測のためには水平スケール lkm程度

にまでダウンスケーリングする必要があることがわかる.

た。図 4は 11月 17日 午前 00時における当日予測を

示す。気象モデルによる予測では予測初期に大きな誤

差が見られるが本研究で提案した手法により最新の観

測値を取り込むことにより短期予測の誤差が減少する。
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図 411月 17日 00時における風速の当日予測

このようにして予測した風速を用い,過去の風速と発

電量との関係から発電量を求め,予測時からの経過時

間 (予 測 時 FH5)別 の発 電 量 平 均 絶 対 誤 差 (Mcan

Absdute EFor)の 定格発電量に対する相対誤差を求め,

図 5に示す。気象モデルによる予測では短期予測の予

測誤差も大きいが,本手法により短期予測の精度が改

善され,例えば 6時 FH5先 予測に関しては予測誤差が

14%から9%に削減された。

図 2人丈島風力発電所における風向と風速

予測誤差の原因を詳しく調べるために 10月 と11月 の

日平均風速を図 3に示す。翌 日予演1値は概ね気象現

象を的確に予測しているが,10月 初期に風速を大幅に

過大評価している日がある。これは気象庁提供の予報

データが,台風の到来を実際よりも早目に予報したため

であり,今後の予測精度の向上には台風至1来時期の予

報精度の向上が望まれる。

図3人丈島風力発電所における日平均風速

4,当 日予測

数値気象予報データに基づき,気象モデルにより求

めた予測値は気象現象の時間変化を再現しているが ,

必ず誤差を伴う。一方,予測初期においては最新の観

演1値を
‐
予測値とすれば予報誤差はなくなる。そこで,本

研究では気象モデルによる予測値と,最新の観測デー

タを組み合わせることにより短期予測精度の改善を試み
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図 5発電量の当 日予測の予則時間別精度

5.まとめ

本研究では,メ ソスケール気象モデル と現地観測

データを用いた風力発電量予測システムを構築 し,

以下の結論を得た。1)メ ソスケール気象モデルによ

り地形効果を再現 し,翌 日予測の予測誤差は 27%か

ら 17%に低減された。2)気象庁予報データは台風

到来時期を早目に予測する傾向があり,大きな予浪1

誤差を生 じる原因となっている。3)現地観測データ

を用いた新しい当日予測手法を提案し,6時間先の発

電量の平均絶対予測誤差を 14%から9%に改善した。
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